
■実施概要

○　実施日程 2015年7月頃～2016年3月

○　対象 都内の児童養護施設（※対象となる子どもは打合せを経て検討。通常は10人前後で実施。）

○　実施場所 各施設の寮舎、ホール、会議室など

○　アーティストジャンル 振付家・ダンサー、作曲家・音楽家、演出家など

○　内容

○　コーディネーター

■ワークショップを体験した結果として、期待できること

○　子どもたちの自尊感情や自己肯定感が高まります

○　子どもたちのコミュニケーション能力が高まります　

○　子どもたちの創造性を刺激し、彼らが生きる喜びを感じます

■ワークショップ実施の流れ

① 【随時】

↓

② 【随時】

↓

③ 【随時】

↓

④

↓

⑤

↓

↓

※ ワークショップの時間は、内容に応じて１回につき60～120分間程度の間で自由に設定が可能です。

※ 実施にあたり、相談の上、子どもたちとの連絡や実施場所の調整などを担当職員の方にお願いします。

※ 内容によっては、実施場所として体育館又は広いスペース（多目的室等）の確保が必要となります。

※

■お問合せ・お申込み先

コーディネーター立会いのもと、アーティストによるワークショップを実施。各回ごとに振
り返りや次回の打合せを設け、その施設ならではのプロジェクトにしていきます。

子どもたちの様子や、職員の方の希望を元に、場合によっては成果発表的なパフォー
マンスを検討。

次年度以降の継続的な関わり方を検討することもあります。

　　（成果発表の検討）

「ＮＰＯ法人芸術家と子どもたち」スタッフがコーディネーターとなり、打合せから実施まで全
ての現場に立ち会い、進行を調整、サポートしていきます。

派遣アーティスト
決定

事前打合せ

ワークショップ
の実施

担当職員の希望を元に、取り組みの必要性や可能性を検討した上で、最適なアーティストを
選定・派遣し、１０日間前後のワークショップを重ねていきます。コンサートや演劇鑑賞では
なく、子どもたち自身が活動し、体験する取り組みです。最後に、成果発表として子どもたち
のパフォーマンスを実施することもあります。

　「ＮＰＯ法人芸術家と子どもたち」では、2000年より、公立の小・中学校（特別支援学級含む）、幼
稚園、保育園などで、アーティストと先生が協力しながらワークショップ型授業を行う活動（ＡＳＩＡ
Ｓ：エイジアス）を行ってきました。さらに、2010年度からは、都内の児童養護施設でも同様の取り組
みを開始しました。本事業では、ダンス、音楽、演劇等のプロのアーティストが施設に出向き、各施設
の担当職員との意思疎通を重視しながら年間１０日間程度のワークショップを実施します。つきまして
は、2015年度の開催にあたり、下記のとおりご案内いたします。

実施を希望される場合、NPO法人芸術家と子どもたちあてにTEL（03-5961-5737）か、
ＦＡＸ（03-5961-5738）、EMAIL（mail@children-art.net）でお問い合わせください。

お問合せを頂いた施設と連絡をとりつつ、コーディネーターが必要に応じて施設を訪
ね、希望内容（ジャンル、スケジュール、発表のイメージ）などをヒアリング、実施の可
能性を検討。

実施が決定した場合、コーディネーターが各施設の希望内容を考慮し検討の上、最適
と思われるアーティストを決定。

コーディネーター立会いのもと、派遣アーティストと担当職員とで実施の詳細（内容、対
象となる子どもたちなど）について打合せ。

実施終了

実施希望連絡

児童養護施設でのアーティストによるワークショップのご案内

【実施の
1～2ヶ月前】

都の負担金（文化予算）や、その他民間の助成金などにより運営するため、施設側の経済的な負担はありません。

ＮＰＯ法人芸術家と子どもたち　堤・中西　　TEL：03-5961-5737　 ＦＡＸ：03-5961-5738　 Email：mail@children-art.net

ヒアリング・
実施可否の検討

【随時～3月】

―　記　―


